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先
進
的
な
学
校
教
育
を

入
札
制
度
の
見
直
し
を

答

整
備
事
業
者
の
提
案
前
か
ら

市
場
施
設
の
配
置
、
規
模
や
設
備

概
要
な
ど
の
施
設
計
画
に
必
要
な

条
件
等
に
つ
い
て
、
各
部
門
の
場

内
関
係
事
業
者
と
丁
寧
に
ヒ
ア
リ

ン
グ
や
協
議
を
行
っ
て
き
た
。
提

案
後
も
、
各
部
門
で
の
部
会
や
個

別
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
協
議
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
、
場
内
関
係
事
業

者
の
意
見
や
要
望
を
し
っ
か
り
受

け
止
め
た
上
で
、
実
施
設
計
を
進

め
て
い
き
た
い
。

答

保
護
者
ニ
ー
ズ
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
向
上
策
実
施
の
た
め
利
用
者

負
担
を
導
入
し
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
前
提
と
し
て
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
必
要
な
人
員
は
適
正
に

配
置
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
配

置
基
準
を
下
回
る
こ
と
が
な
い
よ

う
必
要
な
体
制
を
確
保
し
て
い

る
。
ま
た
、
施
設
整
備
は
、
児
童

の
安
全
に
直
接
関
わ
る
な
ど
、
緊

急
度
の
高
い
場
所
か
ら
順
次
対
応

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

積
極
的
に
取
り
組
む
。

答

本
市
と
し
て
は
、
国
際
的
な

紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
は
、
平
和

首
長
会
議
の
加
盟
都
市
と
共
に
、

平
和
な
国
際
社
会
の
実
現
に
向
け

て
の
環
境
づ
く
り
の
一
環
と
し
て

貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
平
和
研

究
所
で
は
、
学
術
的
に
裏
打
ち
さ

れ
た
発
信
が
で
き
る
か
個
々
の
事

象
と
同
研
究
所
の
研
究
領
域
を
勘

案
し
て
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る

が
、
現
在
の
体
制
で
は
、
そ
う
し

た
発
信
が
困
難
な
こ
と
か
ら
、
声

明
文
を
発
出
し
て
い
な
い
と
聞
い

て
い
る
。

問

整
備
事
業
者
の
提
案
を
基
に
︑

場
内
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

実
施
設
計
を
行
う
と
し
て
い
る
が
︑

関
係
事
業
者
と
は
ど
の
よ
う
に
意
見

交
換
を
行
い
︑ど
の
よ
う
に
対
応
し
︑

出
さ
れ
た
意
見
を
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
て
い
く
の
か
︒

問

無
料
だ
っ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
が
有
料
化
さ
れ
︑
多
く
の
保
護
者

か
ら
は
不
満
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
︒
有
料
化
し
た
以
上
︑
利
用
料
に

見
合
う
施
設
整
備
と
人
員
確
保
が
必

要
だ
が
︑
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い

現
状
で
は
︑
無
料
に
戻
す
べ
き
で
は

な
い
か
︒

問

本
市
は
︑
ガ
ザ
地
区
の
戦
争
に

声
明
文
等
を
出
し
て
い
な
い
︒
核
兵

器
に
関
連
し
た
事
案
に
し
か
声
明
文

を
発
し
な
い
と
の
説
明
だ
が
︑
そ
の

理
由
は
何
か
︒
広
島
平
和
研
究
所
も

声
明
文
を
出
し
て
い
な
い
が
︑
そ
の

理
由
は
何
か
︒

問

本
市
で
は
︑
現
在
の
終
点
︑
広

域
公
園
前
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
西
広
島
駅
ま

で
の
延
伸
事
業
を
推
進
し
て
い
る

が
︑
そ
の
計
画
ル
ー
ト
上
に
己
斐
断

層
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
︒
何
か
対

策
は
検
討
し
て
い
る
の
か
︒

問

近
年
︑
農
家
の
高
齢
化
が
進
み
︑

多
く
の
農
地
が
耕
さ
れ
ず
︑
農
業
崩

壊
と
も
い
え
る
状
況
で
あ
る
︒
今
こ

そ
農
業
構
造
を
切
り
替
え
る
機
会
で

あ
り
︑
本
市
は
そ
の
先
導
を
す
る
必

要
が
あ
る
︒
こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興

を
ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
の
か
︒

問

本
市
は
７
年
連
続
の
転
出
超
過

で
あ
る
︒
大
学
卒
業
生
に
県
内
に
就

職
し
て
も
ら
う
た
め
︑
本
市
独
自
の

奨
学
返
還
金
支
援
制
度
を
設
け
て
は

ど
う
か
︒
す
で
に
６
９
５
の
市
町
が

行
っ
て
お
り
︑
本
市
も
手
厚
く
支
援

す
る
べ
き
と
考
え
る
︒

新
中
央
市
場
の
整
備

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、無
料
に
戻
せ

ガ
ザ
で
の
戦
争
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
の
耐
震
対
策

全
農
地
を
荒
ら
さ
ず
活
用
を

大
学
生
に
手
厚
い
支
援
制
度
を

答

令
和
６
年
度
、
当
該
箇
所
の

地
質
調
査
を
行
い
、
よ
り
詳
細
に

断
層
の
位
置
を
特
定
し
た
上
で
、

最
新
の
道
路
橋
示
方
書
の
耐
震

基
準
に
従
っ
て
設
計
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
る
。
今
後
、
設

計
を
行
っ
て
い
る

段
階
で
耐
震
基
準

が
見
直
さ
れ
た
場

合
に
は
、
確
実
に

新
基
準
を
設
計
に

適
用
す
る
な
ど
適

切
に
対
応
す
る
。

答

国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
の

下
、
農
業
者
へ
の
伴
走
支
援
を
行

う
基
礎
自
治
体
と
し
て
、
総
合
的

な
農
業
振
興
施
策
を
着
実
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
先

も
、
中
山
間
地
域
等
で
安
心
し
て

営
農
が
継
続
で
き
、
農
地
が
活
用

さ
れ
、
市
民
に
新
鮮
で
安
全
・
安

心
な
農
作
物
を
供

給
し
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

答

奨
学
金
返
還
の
負
担
軽
減
に

つ
い
て
は
、
国
等
に
お
い
て
措
置

さ
れ
て
い
る
も
の
の
有
効
活
用
等

を
基
本
に
置
き
な
が
ら
、
在
学
・

就
職
等
が
定
着
・
定
住
の
動
機
付

け
に
つ
な
が
る
よ
う
、
学
生
の
生

活
態
様
に
応
じ
た
応
援
対
策
な
ど

を
早
急
に
検
討
し
、

実
現
可
能
な
も
の

か
ら
順
次
実
施
し

て
い
き
た
い
。

答

近
年
、
自
治
体
だ
け
で
の
対

処
が
困
難
な
事
象
が
増
え
て
お

り
、
そ
う
し
た
事
象
に
迅
速
か
つ

的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
専

門
的
な
技
術
や
人
材
、
ノ
ウ
ハ
ウ

等
を
持
つ
民
間
事
業
者
と
連
携

し
、
協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
と
考
え
て
い
る
。

こ
う
し
た
認
識
の
下
、
こ
れ
ま
で

民
間
事
業
者
等
と
１
４
１
件
の
災

害
時
応
援
協
定
等
を
締
結
し
た
。

加
え
て
、
毎
年
度
、
民
間
事
業
者

等
と
の
訓
練
の
実
施
や
連
絡
体
制

等
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

答

史
跡
を
利
活
用
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
、
ト
イ
レ
等
と
と
も
に
駐
車

場
も
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
の
用
地
取
得
に
係
る
経
費

を
令
和
６
年
度
予
算
案
と
し
て
本

会
議
に
上
程
し
た
。

答

子
ど
も
が
平
日
に
保
護
者
と

校
外
で
自
主
学
習
活
動
を
行
う
場

合
に
、
事
前
に
届
け
出
れ
ば
登
校

し
な
く
て
も
欠
席
と
な
ら
な
い
仕

組
み
の
こ
と
で
、
導
入
に
よ
り
、

家
族
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
、
教

育
面
の
効
果
が
期
待
で
き
る
一

方
、
家
庭
事
情
に
よ
り
取
得
状
況

の
差
が
生
じ
る
、
教
職
員
の
負
担

が
増
え
る
な
ど
の
課

題
も
あ
る
。ま
ず
は
、

他
都
市
の
状
況
等
を

調
査
研
究
し
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

答

安
芸
矢
口
駅
前
か
ら
、
は
す

が
丘
団
地
南
口
交
差
点
ま
で
の
２

工
区
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度

末
ま
で
に
設
計
を
完
了
さ
せ
、
令

和
６
年
度
は
用
地
測
量
を
行
う
。

そ
の
後
、
事
業
用
地
を
取
得
し
、

で
き
る
だ
け
早
期
に
工
事
着
手
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
ロ
ー
タ
リ
ー
を
含
む
駅
前
広

場
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
度
末
ま
で
に
広
場
レ
イ
ア
ウ
ト

の
素
案
を
作
成
し
、
こ
れ
を
基
に

地
元
の

意
見
を

聞
き
な

が
ら
整

備
案
を

固
め
て

い
き
た

い
。

問
﹁
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
﹂
を
ど

の
よ
う
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る

か
︒ま
た
︑﹁
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
﹂

導
入
に
つ
い
て
現
時
点
で
の
考
え
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
︒

問

現
在
︑
矢
口
三
差
路
か
ら
︑
は

す
が
丘
団
地
南
口
交
差
点
ま
で
の
区

間
で
道
路
拡
幅
工
事
が
進
め
ら
れ
て

い
る
︒
完
成
し
た
矢
口
三
差
路
か
ら

安
芸
矢
口
駅
前
ま
で
の
１
工
区
に
続

き
︑
２
工
区
な
ら
び
に
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
の
整
備
に
早
期
着
手
し
て
ほ
し

い
が
︑
今
後
の
見
通
し
は
ど
う
か
︒

問

民
間
保
険
会
社
は
︑
自
治
体
の

災
害
対
策
の
た
め
︑
自
社
が
持
つ
情

報
を
自
発
的
に
提
供
し
︑
防
災
・
減

災
に
協
力
す
る
意
思
が
あ
る
が
︑
大

規
模
災
害
が
頻
発
化
す
る
中
で
︑
災

害
発
生
時
に
お
け
る
官
民
連
携
に
つ

い
て
︑
本
市
の
見
解
は
ど
う
か
︒

問

現
在
︑
史
跡
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
︑
観
光
客
の
た
め
に
駐

車
場
の
整
備
も
必
要
と
考
え
る
︒
本

市
の
見
解
は
︒

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
な
に
？

安
芸
矢
口
駅
前
整
備

災
害
発
災
時
の
官
民
連
携

中※
1
小
田
古
墳
群
史
跡
整
備

答

法
令
に
よ
り
、
い
っ
た
ん
入

札
に
参
加
し
た
者
の
中
途
で
の
入

札
辞
退
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
市
と
し
て
も
技
術
者
不
足
を
は

じ
め
、
中
小
事
業
者
を
取
り
巻
く

経
営
環
境
に
厳
し
い
も
の
が
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
今
後
と

も
各
種
事
例
を
調
査
・
研
究
す
る

な
ど
、
不
断
の
制
度
見
直
し
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

答

本
市
で
は
、
令
和
４
年
度
か

ら
、
一
部
の
小
・
中
学
校
を
「
個

別
最
適
な
学
び
重
点
指
定
校
」
に

指
定
し
、
そ
こ
で
は
、
児
童
生
徒

が
自
分
の
理
解
度
等
に
応
じ
て
学

習
方
法
を
選
択
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

主
体
的
に
学
習
を
進
め
る
と
と
も

に
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
す
る
な

ど
し
て
児
童
生
徒
同
士
で
考
え
を

交
流
す
る
等
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

の
成
果
と
し
て
、
学
校
か
ら
は
、

児
童
生
徒
が
自
ら
進
ん
で
粘
り

強
く
学
習
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い

る
。
今
後
、「
個

別
最
適
な
学

び
」
の
一
層
の

充
実
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問

自
由
進
度
学
習
等
の
﹁
個
別
最

適
な
学
び
﹂
に
つ
い
て
︑
現
状
の
取

り
組
み
や
今
後
の
方
針
を
含
め
︑
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
︒

問

入
札
が
行
わ
れ
た
後
︑
落
札
候

補
者
か
否
か
を
全
て
の
入
札
参
加
者

に
通
知
し
︑
落
札
候
補
者
以
外
の
入

札
者
が
辞
退
で
き
る
よ
う
に
で
き
な

い
か
︒

◎
発
言
順
に
掲
載
。
太
字
は
下
で
紹
介
し
て

い
る
質
問
を
含
み
ま
す
。

整備済みの１工区部分（安芸矢口駅前付近）

アストラムライン

総
括
質
問
発
言
項
目

●
八
條
範
彦（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

学
校
教
育
／
子
育
て
／
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

／
入
札
制
度
／
浅
野
文
庫
等
施
設
整
備

●
川
村
真
治（
公
明
党
・
東
区
）

災
害
発
災
後
の
備
え
／
「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
日
」

／
地
区
担
当
職
員
制

●
山
内
正
晃
（
市
民
連
合
・
市
民
の
声
・
安
佐
北
区
）

エ
デ
ィ
オ
ン
ピ
ー
ス
ウ
イ
ン
グ
広
島
を
活
用
し
た

平
和
発
信
／
広
域
集
客
施
設
の
誘
致
／
芸
備
線
と

高
陽
・
白
木
の
ま
ち
づ
く
り
／
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
・

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
の
推
進

●
平
野
太
祐（
新
政
ク
ラ
ブ
・
西
区
）

商
工
セ
ン
タ
ー
地
区
と
そ
の
周
辺
整
備
／
ア
ス
ト

ラ
ム
ラ
イ
ン
の
長
寿
命
化
と
耐
震
対
策
／
広
島
西

飛
行
場
跡
地
利
用
計
画
の
状
況
／
急
傾
斜
地
崩
壊

対
策
事
業
の
整
備
後
の
対
応
／
地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ

●
藤
本
聡
志（
日
本
共
産
党
・
佐
伯
区
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
／
学
校
給
食
／
非
正
規
職
員

／
病
院
の
再
編
と
体
制
／
農
業
振
興

●
桑
田
恭
子（
ひ
ろ
し
ま
清
風
会
・
佐
伯
区
）

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
被
災
者
支
援
／
広
島

の
平
和
発
信
／
人
口
転
出
超
過
の
対
策
／
バ
ス
事

業
共
同
運
営
／
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
施
行

●
福
田
心
平
（
広
島
維
新
の
会
・
西
区
）

宿
泊
税
へ
の
取
り
組
み
／
自
動
運
転
へ
の
取
り
組

み
／
救
急
車
の
適
正
利
用
／
転
出
超
過
対
策

●
木
村
唯（
新
風
ク
ラ
ブ
・
南
区
）

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
／
中
小
企
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
支
援
／
子
育
て
支
援
全
般

●
椋
木
太
一（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

平
和
行
政
の
あ
り
方
／
空
港
ア
ク
セ
ス
／
公
立
幼

稚
園
の
あ
り
方
／
学
校
給
食

●
並
川
雄
一（
公
明
党
・
中
区
）

子
ど
も
の
権
利
に
関
す
る
条
例
の
制
定
／
公
契
約

条
例
の
制
定
／
学
校
図
書
・
学
校
司
書
の
充
実
／

高
齢
者
施
策
／
広
島
城
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
等
／

﹁
迎
え
る
平
和
﹂
の
推
進

●
若
林
新
三（
市
民
連
合
・
市
民
の
声
・
安
佐
北
区
）

原
爆
被
爆
者
援
護
事
業
団
の
今
後
の
在
り
方
／
旧

安
佐
市
民
病
院
南
館
跡
地
の
活
用
の
推
進
／
公
共

交
通
の
「
１
日
無
料
」
の
取
組
／
障
害
者
雇
用
の

推
進
／
新
中
央
市
場
の
整
備
／
被
爆
80
周
年
記
念

事
業
の
意
義
と
成
果
目
標

●
中
森
辰
一（
日
本
共
産
党
・
西
区
）

新
規
採
用
職
員
の
研
修
で
教
育
勅
語
が
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
／
新
規
採
用
職
員
の
服
務
の
宣
誓
／

パ
ー
ル
ハ
ー
バ
ー
国
立
記
念
公
園
と
平
和
記
念
公

園
と
の
姉
妹
公
園
協
定

●
山
田
春
男（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
西
区
）

西
広
島
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
／
商
工
セ
ン
タ
ー

地
区
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
／
西
広
島
バ
イ
パ

ス
の
延
伸
／
都
市
計
画
道
路
駅
前
大
州
線
／
太
田

川
上
流
の
新
規
ダ
ム
事
業




